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研究課題 抄紙技術を用いた機能性材料のシート成型と排水処理への応用 
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研究内容： 

 近年、欧米諸国を中心に医薬品による水環境汚染が大きな問題として取り上げられ、日本でも種々の医薬品が河川

水中および下水処理水中から検出されています。医薬品は特定の生理活性を持つように設計されており、水生生物へ

の影響や耐性菌の出現などが懸念されるため、水の循環利用の観点からも適切な処理技術が求められています。医薬

品等、水中の微量化学物質の除去方法として、吸着や光触媒等の応用が検討されていますが、粉末で使用した場合、

処理後に固液分離の必要が生じます。そのため、ペレットやハニカムのような成型触媒が用いられていますが、成型に

は多大なエネルギーを必要とする上に、成型物の形状制御も困難です。 
 本研究では、抄紙技術を用いた機能性材料粉末の成型と、排水処理への応用を検討しています。紙には白色度や不

透明度といった紙質向上のために、炭酸カルシウムなどの填料（粉末材料）が配合されています。これら粉末材料の代

わりに吸着材や光触媒粉末をシートに配合したシート状材料を開発し、水中の微量化学物質の除去に適用しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これまでに、シート内で吸着材と光触媒を複合することで、微量化学物質を効率的に除去できることが明らかとなってお

り、複合材料としての可能性も示されています。抄紙法の特徴として、水に分散可能な粉末であればシート状に成型でき

るため、排水処理以外の用途への展開も期待できます。  

 

 

 

 

 

提供可能な資源・技術・その他 
機能紙材料のシート成型とその評価 

プロジェクト研究希望テーマ 
・各種機能性材料を用いた環境浄化、エネルギー生産、物質生産 
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